
広報いよし (10)

農
業
委
員
会
（
内
線
５
７
７
）

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
『
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度
』

ご
存
じ
で
す
か
？
『
農
業
者
年
金
』

農
業
者
年
金
の
７
つ
の
メ
リ
ッ
ト

　

農
業
者
は
普
通
、
国
民
年
金
に
入
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
農
業
者
に
も
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
老
後
保
障
を
」
と

い
う
強
い
要
望
が
全
国
か
ら
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
４６
年
に
農
業
者
の

老
後
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
と
、

農
業
経
営
者
の
若
返
り
に
よ
る
近
代
化

や
経
営
規
模
の
拡
大
を
促
進
す
る
目
的

と
し
て
、
農
業
者
年
金
制
度
が
発
足
し

ま
し
た
。

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

　

年
金
原
資
を
自
ら
積
み
立
て
た
も
の

と
、
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が

決
ま
る
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金

で
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
者
や
受
給
者
の

数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制

度
で
、
運
用
利
回
り
の
状
況
な
ど
で
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

②
農
業
に
従
事
す
る
方
だ
け
が
加
入
で

　

き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
６０
歳

未
満
の
方
な
ら
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者

や
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

③
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

　

す

　

月
額
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で

き
ま
す
。

④
８０
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年

　

金

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に

加
入
者
や
受
給
者
が
８０
歳
に
な
る
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌

月
か
ら
８０
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

⑤
早
く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利

　

加
入
期
間
が
長
い
ほ
ど
複
利
効
果
な

ど
で
、
運
用
益
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま

す
。

⑥
税
制
面
で
も
特
例
を
用
意

　

保
険
料
の
全
額
が
、
所
得
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
農
業
者
年
金
の
運
用
益
は
非
課
税

で
、
さ
ら
に
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑦
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
保
険
料
の
助

　

成
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
農
業
者
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補

助（
政
策
支
援
）が
あ
り
、
基
本
保
険
料

２
万
円
の
う
ち
最
高
半
額
、
生
涯
で
最

大
２１６
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
と
労
働
金
庫
が
提
携
し
、
市
内
の

勤
労
者
の
皆
さ
ん
に
、
住
宅
融
資
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と
す

　

る
満
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
勤
労
者

○
同
居（
予
定
も
可
）家
族
が
い
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

が
１５０
万
円
以
上
、
１
千
万
円
未
満
で
、

同
一
事
務
所
に
原
則
１
年
以
上
勤
務

し
、
返
済
能
力
の
あ
る
方

■
利
用
目
的

　

新
築
、
増
改
築
、
分
譲
住
宅
、
中
古
住

宅
の
購
入
な
ど

※
面
積
な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

■
融
資
金
額　

１
千
万
円
以
内

■
返
済
期
間　

３５
年
以
内

■
金
利

○
固
定
金
利（
１０
年
以
内
）２
・
８
０
％

○
固
定
金
利（
１０
年
超
）
　
　

３
・
３
４
％

○
変
動
金
利
２
・
０
％

※
固
定
金
利
選
択
型
も
あ
り
ま
す
。

《
平
成
１８
年
９
月
現
在
》

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課
又
は
四
国
労
働
金

庫
愛
媛
支
店
営
業
部（
☎
９
４
８
ー

１
１
２
１
）。

廃ＦＲＰ船の処理でお困りの方･･･
大切なパートナーだったＦＲＰ船だからこそ、
地球環境にやさしいリサイクルを。

　「ＦＲＰ船リサイクルシステム」の受付期間をお

知らせします。詳しくはこのマークのある登録販

売店などでお尋ねください。

■受付期間　平成１９年１月１１日㈭まで

■問い合わせ　ＦＲＰ船リサイクルセンター

（専用電話☎０３－３５６７－６９２９）
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伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
１
）

『
秋
・
採
れ
穫
れ
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
す

平成１８年分年末調整説明会を開催します

開催日 時　間 会　場

１１月２１日（火）

１４：００～１６：００

砥部町中央公民館講堂

１１月２２日（水） 久万町民館

１１月２７日（月） 東温市役所大会議室

１１月２８日（火） 伊予市市民会館

１１月２９日（水） 松山市民会館（法人事業者）

１１月３０日（木）
１０：００～１２：００ 松山市民会館（法人事業者）

１４：００～１６：００ 松山市民会館（個人事業者）

　松山税務署では、下表のとおり年末調整説明

会を開催します。説明会には地域にかかわらず

都合の良い日に来場できますので、ご参加くだ

さい。

※来場の際には、必ず事前にお送りしている封筒（書

　類を含む）をご持参ください。

■問い合わせ　松山税務署（☎９４１－９１２１）

伊予市平和祈念式典
　市では、戦没者・殉職者などの方を追悼し、恒久

の平和を祈念するため、『伊予市平和祈念式典』を

開催します。

■日時　１１月１７日（金）、１０時～

■場所　伊予市市民会館大ホール

■問い合わせ　福祉課（内線５５２）

　お誘いあわせの上、ご参列ください。

総
務
課
（
内
線
５
６
０
・
５
６
１
）

臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
事
務
職
、
保
育
士
な
ど
の
出

産
や
病
気
、
退
職
な
ど
に
よ
り
欠
員
が

生
じ
た
場
合
や
、
制
度
改
正
な
ど
で
一

時
的
に
業
務
が
増
え
た
場
合
、
臨
時
的

に
仕
事
を
お
願
い
で
き
る
方
の
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
登
録
す
る
に
は･･･

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
っ
て
、
直
接
又
は
郵
送
で

お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
お
願
い
し
た
い
仕
事
が
あ
っ
た
と
き

は･･･

　

臨
時
的
に
お
願
い
す
る
仕
事
が
生
じ

た
場
合
、
事
前
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た

方
か
ら
、
勤
務
条
件
、
資
格
な
ど
を
考
慮

し
て
書
類
選
考
後
、
面
接
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
給
与
は
、
職
種
、
勤
務
時
間
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
郵
送
先

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
人
事
担
当

（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、
伊
予
市
米

湊
８２０
番
地
）

　

新
鮮
で
季
節
感
の
あ
る
旬
の
地
場
産

物
を
直
接
消
費
者
へ
提
供
し
、
消
費
者

と
交
流
を
深
め
な
が
ら
地
産
地
消
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

『
秋
・
採
れ
穫
れ
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

１１
月
１２
日
㈰
、
１０
時
～
１５
時

■
場
所　

生
涯
研
修
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ

な
み
館
」

■
内
容

・
と
れ
と
れ
市　

新
鮮
農
産
物
、
び
わ

葉
茶
等
の
試
飲
販
売

・
う
き
う
き
茶
屋　

う
ど
ん
、
じ
ゃ
こ

天
、
鯛
め
し
、
栗
ず
し
等
の
販
売

・
わ
く
わ
く
教
室　

地
域
で
と
れ
た
野

菜
を
使
っ
た
体
験
教
室（
こ
ん
に
ゃ
く

づ
く
り
・
漬
物
づ
く
り
・
か
ず
ら
編
み
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

秋・冬は「２０℃」が常識です！

　京都議定書で世界に約束した日本の目標

は、温室効果ガス排出量の６％削減。

　地球温暖化防止のため、今年の秋・冬は暖

房時の室温を２０℃にしましょう。
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上水道当直水道指定工事事業者
◆土・日曜日、祝日の上水道の故障など緊急業務は、

次の当直水道指定工事事業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

１１

３㈮ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

４㈯ 豊田設備 下吾川 ９８２－６８６７

５㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

１１㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１２㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１８㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１９㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

２３㈭ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２５㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２６㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１２
２㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

３㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

※中山地区、双海地区の簡易水道をご利用の方は、次の指定
工事事業者にお問い合わせください。

　中山地区　㈲升田金物店　☎９６７－００６７
　　　　　　㈲田中興業　　☎９６７－７３１７
　　　　　　㈱中山建設　　☎９６７－１０３５
　　　　　　㈲栄電機設備　☎９６７－１３１８
　双海地区　藤岡工業㈱　　☎９８６－０３５０

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（９月末日現在）

９月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 １０件 ５６件 ＋ １件

自 動 車 盗 ２件 ４件 ー １件

オートバイ盗 ０件 ７件 ー１３件

自 転 車 盗 ２件 ４２件 ー３３件

車 上 ねらい ０件 ３２件 ー ６件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（９月末日現在）

９月 累計 前年比

発　生 ２４件 １８０件 ー１９件

死　者 ０人 ３人 ー　４人

傷　者 ２６人 ２３５人 －１９人

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

所
得
の
申
告
時
に
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
に
は
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」
の
添
付
等
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら

送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明
書（
は
が

き
）が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
１１
月
上
旬
又

は
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
又
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１１
月
送
付
対
象
者

　

１
月
１
日
か
ら
１０
月
２
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
。

※
９
月
分
ま
で
保
険
料
を
完
納
し
て
い

　

る
方
は
、
１２
月
分
ま
で
の
納
付
見
込

　

額
を
含
め
て
通
知
さ
れ
ま
す
。
未
納

　

期
間
が
あ
る
方
は
、
納
付
済
額
し
か

　

通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。
１０
月
以
降
の
納

　

付
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
の
で
併
せ
て
保
管
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
平
成

１９
年
２
月
送
付
対
象
者

　

１０
月
３
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間

に
、
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
方
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
納
付

し
た
方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
ー
０
０
ー
９
９
１
１

・
設
置
期
間　

１１
月
１
日
～
平
成
１９
年

　

３
月
１６
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

・
受
付
時
間　

９
時
～
１７
時
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（９月末日現在）

種別 ９月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 １０

１４中山 ０ 中山 ３

双海 ０ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 ８６

１２４

本庁 １，０１３

１，３６５中山 １２ 中山 １５１

双海 ２６ 双海 ２０１

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

『
消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心
の 

注
意
の
火
』

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

１１
月
９
日
㈭
～
１５
日
㈬

『
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
』

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
ま
す
が
、
火
災
予
防
の
一
層
の

普
及
を
図
る
た
め
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。伊
予
消

防
署
、
中
山
・
双
海
出
張
所
、
伊
予
市
消

防
団
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
防
火
に
関

す
る
各
種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
主
な
行
事

○
防
火
パ
レ
ー
ド

　

灘
町
・
中
山
地
区
・
双
海
地
区
に
お

い
て
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

○
防
火
広
報

　

消
防
団
員
が
、
地
元
地
域
で
防
火
広

報
を
実
施
し
ま
す
。

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

・
日
時　

１１
月
１２
日
㈰
、
８
時
～

・
場
所　

中
山
地
区（
東
町
・
豊
岡
地
区
）

・
内
容　

伊
予
消
防
署
、
中
山
・
双
海
出

張
所
、
松
前
消
防
署
、
伊
予
市
消
防
団
合

同
に
よ
る
「
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
」

※
当
日
、
中
山
地
区
で
は
、
消
防
自
動
車
が

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
緊
急
走
行
し
ま
す

　

の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

○
一
般
家
庭
防
火
訪
問

　

市
内
全
域
で
、
消
防
団
員
が
一
般
家

庭
を
訪
問
し
、
防
火
診
断
を
行
い
ま
す
。

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火
訪
問

　

上
野
地
区
で
、
高
齢
者
家
庭
相
談
員

と
消
防
署
員
が
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
、
防
火
診
断
を
行
い
ま
す
。

○
防
火
教
室

　

市
内
全
地
域
や
事
業
所
・
各
種
団
体

を
対
象
に
、
消
火
訓
練
や
防
火
ビ
デ
オ

の
上
映
、
防
火
講
話
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
参
加
し
て
、
消
火

器
の
使
い
方
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

　

１１
月
９
日
㈭
、
７
時
に
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
開
始
を
お
知
ら
せ
す
る
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

『
火
の
見
櫓

や
ぐ
ら

と
梯は

し

ご子
乗
り
』

　

時
代
劇
な
ど
火
事
場
の
シ
ー
ン
で

「
火
の
見
櫓

や
ぐ
ら

」
と
い
う
も
の
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
出
火
の
方
向
や
距
離

を
見
る
た
め
の
櫓
の
こ
と
で
す
。

　

昔
は
建
築
物
が
平
屋
か
２
階
建
て
ぐ

ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
火
の
見
櫓

を
そ
れ
ほ
ど
高
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
火
事
場
に
行

く
途
中
、
路
地
な
ど
に
入
る
と
方
向
が

分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
地
面

に
梯は

し

ご子
を
立
て
て
登
り
、
火
事
場
の
方

向
を
確
か
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ

が
現
在
の
出
初
式
な
ど
で
行
っ
て
い
る

「
梯
子
乗
り
」
の
起
源
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

梯
子
の
長
さ
も
決
ま
っ
て
い
て
、
４

間
半（
約
８
ｍ
）で
し
た
。
２
階
建
て
の

家
の
軒
先
ま
で
が
約
６
ｍ
な
の
で
、
そ

の
長
さ
で
火
事
場
の
方
向
を
見
通
せ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
高
層
建
築
物
が
建
ち
並
び
、
電

話
な
ど
の
通
信
技
術
が
発
達
し
た
現
代

に
お
い
て
は
、
火
の
見
櫓
は
無
用
の
長

物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
徐
々
に
そ
の
姿

を
消
し
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。


